
人
権
・
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ       

問
い
合
わ
せ
先　
人
権
啓
発
課
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平
成
27
年
度
菊
池
市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
出
品
作
品

【
詩
の
部　
特
選
】

「
一
人
じ
ゃ
な
い
か
ら
」

　
　
　
泗
水
東
小
６
年　
浅あ

さ
井い

さ
く
ら

私
は
一
人
じ
ゃ
な
い

一
人
じ
ゃ
な
い
か
ら
私
の
笑
顔
が
あ
る

一
人
じ
ゃ
な
い
か
ら
み
ん
な
と
思
い
っ

き
り
泣
け
る

一
人
じ
ゃ
な
い
か
ら
く
や
し
い
こ
と

だ
っ
て
あ
る

一
人
じ
ゃ
な
い
か
ら
い
じ
わ
る
だ
っ
て

し
た
こ
と
が
あ
る

一
人
じ
ゃ
な
い
か
ら
笑
い
合
え
る

一
人
じ
ゃ
な
い
か
ら
学
校
が
楽
し
い

一
人
じ
ゃ
な
い
か
ら
私
と
い
う
存
在
が

あ
る

【ポスターの部　特選】
菊之池小５年　冨

と み

岡
お か

志
し

帆
ほ

私
は
み
ん
な
と
一
緒
に
い
る
か
ら
毎
日

が
楽
し
い

「
一 

本
」

　
　
　
　
　
七
城
中
３
年　
福ふ

く
本も

と
亜あ

未み

「
辛
」
と
「
幸
」
形
は
似
て
い
て
も
、

意
味
は
正
反
対

「
辛
」
に
一
本
た
せ
ば
、「
幸
」
に
な
る

そ
の
線
一
本
あ
る
か
な
い
か
で
、
誰
か

を
苦
し
め
て
い
る
と
し
た
ら

あ
な
た
の
そ
の
一
言
に
相
手
を
思
う
気

持
ち
が
あ
る
か
な
い
か

つ
ま
り
、
あ
な
た
の
小
さ
な
心
遣
い
で

人
を
傷
つ
け
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
し

幸
せ
に
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

【
標
語
の
部　
入
選
】

「
手
を
つ
な
ぐ

　
み
ん
な
の
こ
こ
ろ

　
　
ぽ
か
ぽ
か
だ
」

　
　
菊
池
北
小
２
年　
や
ま
も
と
ま
お

「
声
か
け
る

　
あ
な
た
の
勇
気
で

　
　
笑
顔
出
る
」

　
　
　
　
泗
水
西
小
４
年　
松ま

つ
岡お

か　
瞳

ひ
と
み

「
ご
め
ん
は
ね

　
な
か
な
お
り
へ
の

　
　
あ
い
こ
と
ば
」

　
　
　
　

旭
志
小
４
年　
岩い

わ
根ね

涼り
ょ
う

河が

「
は
っ
き
り
と

　
だ
い
事
な
こ
と
葉

　
　
つ
た
え
よ
う
」

　
　
　
　
　
戸
崎
小
３
年　
齋さ

い
藤と

う　
圓

ま
ど
か

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ

　
一
人
じ
ゃ
な
い
よ

　
　
み
ん
な
い
る
」　　
　
　

　
　
　
　
　
七
城
小
３
年　
長な

が
塩し

お
明は

る
奈な

第 13 回　菊池わいふのひなまつり
期　間　～３月 13 日㈰
　古い時代から代々受け継がれたひな人形
を展示します。
　期間中はストーンペイントや着付け体
験、折り紙教室、紙芝居などの催しがあり
ます。

陶器・ハーブ染・フラワーアレンジメント
・古布リメイク・編物　五人展
期　間　３月 17 日㈭～ 24 日㈭　※最終日午後５時まで
　手作り作品展示即売会を行います。

二流の人　５人展
期　間　３月 26 日㈯～ 31 日㈭　※最終日午後５時まで
　竹工芸・イラスト・パッチワーク・能面・書などを展示
します。一流であろうとしてそれぞれの仕事に打ち込み、
命を燃やしている人の作品展です。販売もあります。

問
い
合
わ
せ
先

　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館

　
☎
０
９
６
８（
27
）０
１
０
２

ふ
る
さ
と
緑
の
便
り

菊
池
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

問い合わせ先　わいふ一番館　☎0968（24）6630 問い合わせ先　菊池夢美術館　☎0968（23）1155

開館時間　午前９時～午後６時
※期間中の閉館日はありません。

開館時間　午前９時～午後５時
※休館日：月曜日 （祝日の場合は翌日）

【ギャラリー】
吊るしびな展示会　吊るしびな愛好会　　　
期　間　～３月 13 日㈰
　楽しいひなまつりの行事に、吊るしびなを添えました。
女の子の健やかな成長と幸せの願いを込めた作品です。

絵手紙教室の一年間の歩み　夢美会　　　　
期　間　３月 15 日㈫～４月３日㈰
　四季折々の草花や果物を描いて、絵手紙を送り続けてい
ます。展示する絵手紙はそれぞれ交流したものです。ぜひ
お越しください。

【まちかど資料館企画展】
菊池十八外城展
期　間　～３月 27 日㈰
　菊池十八外城は四方に城塞を配置して連携をなし、守備
を固めました。この企画では時代の動きと外城の役割をご
紹介します。

韓
国
発
見
シ
リ
ー
ズ
〇48

こ
ん
に
ち
は
金キ

ム
で
す

韓
国
の
伝
統
村
「
河ハ

フ
ェ回

村
」

　

釜
山
か
ら
車
で
３
時
間
弱
の
場
所

に
位
置
す
る
安ア

ン

東ド
ン

市
豊プ

ン

川チ
ョ
ンに

あ
る
河

回
村
は
、
朝
鮮
時
代
当
時
の
面
影
を

残
す
韓
国
髄
一
の
重
要
な
村
で
あ
る
。

河
回
村
の
特
徴
は
６
０
０
年
前
か
ら

豊プ
ン

山サ
ン

の
柳リ

ュ

氏
一
族
が
代
々
暮
し
て
き

た
村
だ
が
、
柳
一
族
と
い
え
ば
韓
国

ス
タ
ー
の
リ
ュ
・
シ
ウ
ォ
ン
氏
を
思

い
出
す
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

　
ま
さ
に
こ
こ
が
彼
の
故
郷
で
あ
る
。

彼
の
先
祖
は
朝
鮮
時
代
の
大
儒
学
者

柳
成ソ

ン
リ
ョ
ン龍

で
、
文
禄
・
慶
長
の
役
の
時

に
は
領
議
政
（
時
の
総
理
大
臣
）
だ
っ

た
。
今
で
も
村
民
の
60
㌫
以
上
が
豊

山
の
柳
一
族
で
あ
る
。

　

河
回
村
は
両
班
（
韓
国
式
貴
族
階

級
）
の
家
屋
が
き
れ
い
に
保
存
さ
れ
、

一
部
は
今
も
居
住
し
て
い
て
歴
史
的

な
価
値
が
高
い
。
こ
う
し
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
２
０
１
０
年
７
月
31
日
ブ

ラ
ジ
ル
で
開
か
れ
た
ユ
ネ
ス
コ
世
界

遺
産
委
員
会
（
Ｗ
Ｈ
Ｃ
）
会
議
で
世

界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

　

河
回
村
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
見
ど
こ

ろ
が
あ
る
。
一
つ
は
１
７
９
７
年
に

建
て
始
め
ら
れ
た
「
北
村
宅
」
で
、

村
の
北
側
に
位
置
し
99
間
家
と
も
呼

ば
れ
る
。（
１
間
は
柱
と
柱
の
距
離
）

大
広
間
や
奥
、
別
堂
、
祠
堂
、
大
門

間
棟
な
ど
広
く
取
り
そ
ろ
え
た
典
型

的
な
士
大
夫
（
貴
族
）
家
屋
で
河
回

村
最
大
の
家
屋
で
あ
る
。
こ
の
北
村

宅
に
は
07
年
に
ノ
・
ム
ヒ
ョ
ン
前
大

統
領
が
、
翌
年
に
は
俳
優
の
ベ
・
ヨ

ン
ジ
ュ
ン
氏
が
泊
ま
っ
た
。

　

そ
の
他
に
も
韓
国
最
古
と
い
わ
れ

て
い
る
木
造
建
築
「
極
楽
殿
」
が
あ
り
、

99
年
に
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
が
自
身
の

誕
生
日
に
訪
問
し
た
こ
と
で
一
躍
脚

光
を
浴
び
た
。

　

ま
た
、
河
回
村
は
高
倉
健
さ
ん
主

演
の
映
画
「
ほ
た
る
」
の
撮
影
に
使

わ
れ
た
ロ
ケ
地
で
も
あ
る
。
高
倉
さ

ん
は
特
攻
隊
の
生
き
残
り
と
し
て
死

ん
だ
同
僚
の
遺
品
を
韓
国
の
遺
族
に

届
け
る
と
い
う
話
し
の
中
で
、
そ
の

韓
国
の
遺
族
と
対
面
す
る
場
所
に

リ
ュ
・
シ
ウ
ォ
ン
氏
の
実
家
の
外
門

周
辺
が
使
わ
れ
た
。
監
督
は
記
者
会

見
で
こ
の
河
回
村
を
選
ん
だ
理
由
を

「
韓
国
の
田
舎
の
雰
囲
気
の
あ
る
場

所
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
河
回
村

が
一
番
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し

か
っ
た
」
と
語
っ
た
。

　
温
故
知
新
と
言
う
言
葉
の
よ
う
に
、

エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
も
感
嘆
し
た
安
東

河
回
村
は
古
い
韓
国
の
伝
統
文
化
を

体
験
で
き
る
場
所
だ
ろ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
企
画
振
興
課
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「
獅
子
舞
と
花
笠
踊
り
」
は
、
福
本

八
幡
宮
の
例
大
祭
時
に
氏
子
が
奉
納

す
る
伝
統
芸
能
で
す
。

　
秋
の
例
大
祭
（
10
月
18
日
）
で
は
、

獅
子
舞
（
赤
獅
子
、青
獅
子
）
の
後
に
、

踊
り
子
た
ち
が
「
剣け

ん

舞ぶ

」「
花
笠
踊
り
」

を
踊
り
な
が
ら
境
内
を
回
り
、
五
穀

豊
穣
・
生
活
安
全
を
祈
願
し
ま
す
。

　

福
本
の
獅
子
舞
は
、
一
つ
の
獅
子

に
二
人
が
入
っ
て
舞
う
も
の
で
、
牝

獅
子
は
赤
、
雄
獅
子
は
青
で
、
神
社

の
周
り
を
右
回
り
に
3
周
回
り
な
が

ら
舞
納
め
ま
す
。

　

福
本
の
獅
子
舞
は
、「
肥
後
国
誌
」

に
よ
る
と
享
保
の
初
め
（
1
7
1
6

年
）
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
と
の

こ
と
で
す
。

獅
子
舞
と
花
笠
踊
り

　

福
本
八
幡
宮
は
泗
水
町
福
本
に
あ

り
、
創
立
は
嘉
元
２
年
（
1
3
0
4

年
）、
玉
名
郡
千
田
庄
の
聖
母
八
幡
宮

か
ら
勧
請
さ
れ
ま
し
た
。
社
格
は
郷

社
で
あ
り
、
区
民
は
も
と
よ
り
古
く

は
皇
室
は
じ
め
県
下
豪
族
か
ら
崇
め

敬
わ
れ
た
格
式
あ
る
八
幡
宮
で
す
。

　

明
応
２
年
（
1
4
9
3
年
）
再
建

さ
れ
、
神
事
は
秋
の
例
大
祭
に
、
元

旦
祭
、
賀
の
祝
い
、
茅
の
輪
く
ぐ
り
、

七
五
三
が
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
秋
の
例
大
祭
に
は
「
獅
子
舞
・

花
笠
踊
り
」
が
区
民
を
挙
げ
て
盛
大

に
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
宮
の
清
掃
や
祭
事
の
準
備
な
ど

は
、
日
頃
か
ら
各
組
が
輪
番
制
で
行

っ
て
お
り
、
区
民
全
体
で
大
切
に
守

ら
れ
て
い
ま
す
。

福
本
八
幡
宮

認定番号第ふるさと H27- １号
推薦者　福本一区

認定番号第ふるさと H27- ２号
推薦者　福本一区

親
子
参
加
の
農
業
・
自
然
体
験

「
菊
池
お
い
し
い
村
づ
く
り
」

　
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
施
設
の

き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館
で
は
、

親
子
で
参
加
で
き
る
月
１
回
の
農
業
・

自
然
体
験
の
取
り
組
み
「
菊
池
お
い
し

い
村
づ
く
り
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
交
流
を
楽
し
み
な
が
ら
、
四

季
折
々
の
農
作
業
や
農
村
の
生
活
を
体

験
し
ま
す
。
菊
池
の
里
山
に
は
宝
物
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。
日
常
の
暮
ら
し
を
離

れ
、
農
業
や
食
を
通
し
、
子
ど
も
た
ち

が
仲
間
と
共
に
豊
か
な
感
性
を
得
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
菊
池
お
い
し
い
村
づ
く
り
」
に
親

子
で
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

開
催
期
間　
４
～
12
月　
毎
月
１
回

参
加
対
象　
小
学
１
年
生
以
上
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者

参
加
費　
日
帰
り　
１
人
１
５
０
０
円

　
　
　
　
宿
泊　
　
１
人
２
５
０
０
円

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

タケノコ堀体験

昔ながらの手植え作業
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